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京都議定書の第2約
束期間の交渉開始	

「バリ行動計画」	  
全ての国を含む取り

組みの交渉開始	

2013年からの次期
枠組みの最終合意

ならず	  

2つの交渉の場を	  
終えることができる

か？	

ダーバンプラット
フォームAWG�

  ①    ①  ①�2015年まで	  
に合意	



�

自自主主的的なな取取りり組組みみ	  
カカンンククンン合合意意のの実実施施	  

（（緩緩和和・・適適応応・・資資金金・・森森林林減減少少対対策策・・技技術術移移転転他他））	  

　　2008　 9　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　  17　18   19   20 
 
                  　　　　　　京京都都議議定定書書CP1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京京都都議議定定書書CP2　　（（5年年間間かか8年年間間かかはは未未定定）） 
 
　　　京都議定書 
                                             　　　　　議議定定書書作作りり　　　　　　　　　　　　                      批批准准・・発発効効          
　　　条約 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

　　米米中中をを含含むむ	  
　　““議議定定書書””にに		

ダーバン合意（2011年年  COP17/CMP7）�
１．京都議定書第２約束期間の合意�
２．包括的な法的⽂文書（議定書）づくりへのプロセス（ADP）�
３．カンクン合意の運⽤用化�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　　【【法法定定拘拘束束力力ああるる枠枠組組みみ】】		
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２．議定書作業部会（AWG-‐‑‒KP）の議論論①�
�



� 　ダーバン会議で第2約束期間のルールに合意。�
 　（ダーバンでは留留意→CMP18で採択することが求められている）�
�

◆残されている論論点�
�
A. ルールに関するもの�

（１）第2約束期間の数値⽬目標の決定�
（２）約束期間の⻑⾧長さの決定（5年年／8年年）�
（３）余剰排出枠の問題�
（４）京都メカニズムの利利⽤用�
（５）詳細ルールの決定（マラケシュ合意の改正／５・７・８条関連）�
�
B. 　第1約束期間と第2約束期間の速やかな移⾏行行に関するもの�
�
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２．議定書作業部会（AWG-‐‑‒KP）の議論論②�
�



p 第1約束期間の余剰排出枠�
  約13億t-‐‑‒CO2にも上り、第2約束期間の削減⾏行行動を実質無にさせかねない問題�
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２．議定書作業部会（AWG-‐‑‒KP）の議論論③�
�

Source:CCAP-Europe, CDM-Watch	



�バンコク会議（AWGKP第17回⾮非公式会議）でまとめられた�
2つのペーパー�
 　 　① 　議定書改正案に関する⾮非公式ペーパー�
 　 　② 　議定書改正を採択する際のドーハの決定⽂文書案の要素�
�
�
◆ドーハCMP８での、京都議定書第2約束期間への合意は、ドーハ会議の
成否を占う重要な課題�
�
◆⽇日本は、議定書AWG交渉では、基本的に傍観者。�
 　京都メカニズムの利利⽤用に関してだけ主張。�
 　（CDM利利⽤用は、京都議定書⽬目標達成義務(QELROs）を持たなくても利利⽤用
できるようにするべき）�
�
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２．議定書作業部会（AWG-‐‑‒KP）の議論論④�
�



�
「バリ⾏行行動計画」に基づく交渉で、コペンハーゲン後に⼀一定の前進�
�
 　カンクン合意（COP1６） �
 　・先進国の⽬目標・途上国の⾏行行動を正式に⽂文書で留留意�
 　・産業⾰革命前のレベルから2度度以下に気温上昇を抑制することを⽬目的�
 　・先進国・途上国の⾏行行動の「⾒見見える化」MRVの在り⽅方を決定�
 　・途上国の⽀支援のための「緑の気候基⾦金金」の創設�
 　・適応・技術移転などの仕組みを決定�
 　・2013~∼2015年年の⻑⾧長期⽬目標の妥当性のレビュー�
�
 　ダーバン合意（COP17）�
 　カンクン合意を踏まえて�
 　・先進国・途上国それぞれの排出削減対策・⾏行行動のMRVの具体化�
 　・適応や技術移転、資⾦金金等を促進するための組織の基本設計�
�
決められなかったこと�
 　・全球的な⻑⾧長期⽬目標や世界の温室効果ガスの排出のピークを迎える年年�
 　 　・REDD+（森林林減少対策等）の資⾦金金確保のあり⽅方�
 　 　・新たな市場メカニズムの創設、など�
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３．条約作業部会（AWG-‐‑‒LCA）の議論論①�
�
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Information  Table  (Shared  Visionの場合）�



�
ダーバン会議（COP17）でのAWG-‐‑‒LCAに関する決定�
「あと1年年交渉を継続して成果を得、作業部会を終える」�
�
◆論論点�
 　・いかにLCAを終わらせるか�
 　 　“successful  closure”  “successful  completion”とは？�
（先進国）COP18で確実に終え、ADPへ移⾏行行�
 　 　 　 　 　決定⽂文書も不不要�
（途上国）まだ作業は終わっていない。�
                              Means  o�  imp�ementation�
 　 　 　 　 　決定⽂文書案の提出�
�
◆背景�
 　・AWGLCAとADPの設⽴立立され⽅方の違いに起因 　 �
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３．条約作業部会（AWG-‐‑‒LCA）の議論論②�
�



�
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３．条約作業部会（AWG-‐‑‒LCA）の議論論③�
�

バンコク会議（AWGLCA第15回⾮非公式会議）でまとめられた�
議⻑⾧長ノート�
�
「AWGLCAの作業：議⻑⾧長による⾮非公式な概要ノート」34ページ�
⻑⾧長期のビジョン、先進国の緩和約束、途上国の緩和⾏行行動、REDD+、セクター別アプ
ローチ、さまざまなアプローチ（市場メカニズム）、対応措置、適応、技術移転、
資⾦金金、キャパシティビルディング、レビュー、その他�
�
◆各グループで議論論したインフォーマルノートを⼀一つにまとめたもの。⼀一
部には、決定⽂文書案の形式に近いものも。�
�
◆アメリカが最終⽇日に懸念念表明�
�
◆⽂文書の扱い、ドーハで何を取り上げどう議論論を進めるか（終えるか）は、
政治化が懸念念�



�
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３．条約作業部会（AWG-‐‑‒LCA）の議論論④�
�

Like-‐‑‒minded  groupの出現・存在感�



�
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４．ドーハCOP18・CMP8の⾏行行⽅方�
�

【キーワード】“共通だが差異異ある責任とそれぞれの能⼒力力”、“衡平性”、�
“国別の事情”、“全ての国に適⽤用”�
�
★先進国のリーダーシップはどこまで期待できるか？�
 　野⼼心の引き上げ、資⾦金金（2013年年~∼）�
★⽇日本は⾜足を引っ張る国にならないか？�

京都議定書第2約束期
間・議定書改正を採択	

AWG－LCAの交渉の	  
終了	

新たな枠組み交渉へ	  
2015年合意	  

2020年スタート	

どの議題を取り上げる？�
どのようなアプローチで？�

COP18/CMP8で終わらせるべき課題＝しっかりと議論論すべき課題�



変わる�����
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アメリカ 
21.6% 

EU15 
14.5% 

日本 
5.1% 

その他OECD 
7.1% 

旧ソ連東欧 
21.3% 

中国 
11.0% 

インド 
3.1% 

ブラジル/南ア 
インドネシア 

3.1% 
産油国 
3.4% 

その他途上国 
6.9% 

バンカー油等 
2.9% 

世界のCO2排出量	
225億トン	
(1990年)	

アメリカ 
16.4% 

EU15 
9.0% 

日本 
3.4% 

その他OECD 
6.9% 

旧ソ連東欧 
9.9% 

中国 
24.7% 

インド 
6.2% 

ブラジル/南ア 
インドネシア 

4.0% 

産油国 
5.3% 

その他途上国 
8.9% 

バンカー油等 
5.4% 

世界のCO2排出量	
335億トン	
(2010年)	

1990年	 2010年	

先進国
69.6％	

先進国	  
45.6％	

データ出典：オークリッジ	



⽬目標と現�とのギャップ�

p UNEPレポート�
”Bridging  the  emissions  
gap”  (No�.2011��
�
（2℃未満に気温を抑えることは
各国の共有の⽬目標。しかし）�
�
各国が⽰示す2020年年⽬目標では、2℃
⽬目標までに⼤大きなギャップ。この
ままでは4℃上昇の破局シナリオ
へ。�
�
ギャップを埋めるには60〜～110億
トンの削減が必要�

�
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